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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2015-03-01 No. 62 

 
 
 

IEC: 規格解説: CISPR 16-1-5 Ed. 2.0 (2014-12): CALTS 及び REFTS 検
証手順 

CISPR 16-1-5 Edition 2.0 が、2014-12付けで発行された。校正試験サイト(CALTS) 及び 基
準試験サイト(REFTS) に対する仕様及び検証手順に関する規格である。 

 本第 2版は、2003年発行の第 1版及び修正 1 (2012)をキャンセルし置き換える。これは技術的
改定からなる。 

 本版は、前版に比し、以下等の重要な技術的変更を含む:  
• アンテナ校正試験サイト受諾基準: 従来版 Ed.1ではサイトアッテネーション SAを利用した
判定式により判断したが今回新たにサイト挿入ロス SILという考え方を導入しそれを利用した
判定式に変更された 
• CISPR 16-1-6 でカバーされている他のサイトに対するサイト検証方法が追加された; 
• 反射面の構造: ミニマム寸法 従来の 20 m x 15 m を 30 m x 20 m に拡大  等  

国際テーマ: UNECE: 規制 No. 10 (電磁両立性)修正の Rev. 05 への補足 1
提案 
 本規制を適用する 1958 協定の当事者は、製造会社のラボを、承認済み試験ラボと指定しても
よい。 
 

USA: FCC: Part 0,1,2,15,68: TCBに関する無線周波（RF）機器の認可規則
を修正 
 連邦通信員会（FCC）は、無線周波（RF）機器の認可規則を修正した。官報公表 30日後発
効。 

 本報告および指令では具体的に以下を実施する： 
• FCCによる RF機器の認証に関する申請書の受理を停止し、認証に関する全ての申請を TCB
が処理・認可することを可能にする； 
• TCBが認可した製品に対し TCB自らが市販後調査を行う義務を成文化する  等 
 

EU: CENELEC: 整合規格リスト発行: EMC指令 一般製品安全指令 医療機
器指令 等 EU: CENELEC: EMC指令 整合規格リスト EU官報により発表 
 整合規格リストが以下の指令に関し発行: EMC指令、娯楽用船舶指令、一般製品安全指令、能
動埋め込み型医療機器指令、医療機器指令、体外診断用医療機器指令、ATEX指令 
 

EU: 低電圧指令 LVD: ヒューズ抵抗器適用に関する情報シート ‒ 2014/5 
 LED ランプ、CFL ランプ及び SMPS、等でのヒューズ抵抗器使用のルールを定める 

 

総務省: IEC: CISPRフランクフルト会議の結果: 情報通信技術分科会（第
106回）1/2 

情報通信審議会 情報通信技術分科会（第 106回）配付資料・議事概要・議事録 
「議 題 （6） 報告事項: CISPRフランクフルト会議の結果について」から報告する。 

 2014年の CISPR会議は、10月 13日から 10月 23日までの 11日間にわたり、ドイツのフラン
クフルトで開催された。我が国からは、総務省、独立行政法人情報通信研究機構、各大学、各

試験研究機関及び各工業会等から 38名が参加した。 
 総会及び各小委員会等において審議等が行われた、その主な結果がここに報告されている。 
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社長の独り言 
 
 
 
 
 

2015年 2月 18日 
濱口 張馬 

 
 
 
 昨年から暖冬予測が某天気予報では予想されておりましたが、寒い冬のまま終わりそうです。時折

見られる暖かい日差しに、春の近づきを感じます。おかげさまで、真冬に蒔いた芝生の種が発芽しま

した。内心は蒔くのが早すぎると思いつつも、せっかちな性格を抑え切れません。夏を迎えるまでに

は、綺麗に仕上げたいとの思いだけは強く持っておりますが、どうなる事やら。 
 
 さて先日モンゴル政府とその関係の方々とお会いする機会がありました。ある日、モンゴル在中の

友人から、モンゴル政府と関係者が日本に数日行くことになり、時間を調整して会ってみませんか？

というお誘いが始まりでした。実はこのモンゴルの友人は、学生時代を日本で過ごし、大学を卒業後

コスモスに入社し、現在モンゴルにて医療機器に係る仕事に従事しております。そんな彼からモンゴ

ルで使用されている医療機器に関しての相談を度々受けておりました。問題の背景には、モンゴルの

情勢から日本の中古医療機器を含め、インドやロシア・中国といった外国製品が性能や安全性を問わ

ず、モンゴルの病院で使われている現実を変えたいとの悩みから生まれるものでした。モンゴルにも

日本の厚生労働省に該当する政府機関が存在し、医療機器に関しても所管する部門があるとの事です

が、日本でいう「医薬品医療機器等法」（旧 薬事法）のようにモンゴル国内で販売・使用される医療
機器に関しての明確な制度が確立されていない状況であり、モンゴルに制度を立ち上げよう！とよく

勝手に盛り上がっておりました。 
 
その友人が政府に話をしたことから、面会という形にいたったのですが、当日指定されたホテルに

出向きますと、一目で彼らだと確信させられました。伝統的衣装の方も見えましたが、何より体格が

立派すぎます。さすが日本で横綱を生み出すだけのことはあります。確信を持ちつつも、念のため連

絡用に教えて頂いた携帯番号に電話します。ムム、明らかに鳴っているが、気づいてもらえない。か

けている私にも着信音が聞こえているのですが。勇気を出して、電話鳴っていますよと・・電話をか

けながら話しかけたのが、面会の始まりとなりました。面会では彼らの来日目的や、モンゴル医療全

般に関してのビジョンを聞かせていただきながら、日本や他国の医療制度等をこちらから説明させて

いただきました。 
 
もう少し時間はかかりそうですが、数年後にはモンゴルにも認証制度が正式に開始される雰囲気を

感じ取る事ができ、コスモスも協力できることがあれば、支援させて頂くことを約束し、面会は無事

終了する事ができました。規制制度を導入したいが、実情にそって段階を踏みたい。しかし骨抜きに

なっては意味がない。会社という単位の中でも、同じような場面はございますが、国単位でこういっ

た課題に挑戦される方々の苦労というのは、計り知れないものを感じました。将来導入されるであろ

うモンゴル医療機器制度に関し、コスモスが培った経験が少しでもお役立ちできればと考えておりま

す。 
 
そのためにも、まずはモンゴルという国を知る必要がありますね！旅行の準備をしなくては。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 
 
株式会社コスモス・コーポレイションは、下記Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web情
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本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 
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日本 METI: Ministry of Economy, Trade and Industry 経済産業省 
 MIC: Ministry of Internal Affairs and Communications 総務省 
 NPB: National Printing Bureau 独立行政法人国立印刷局 

 VCCI: Voluntary Control Council for Interference 一般財団法人 VCCI協会 
Cosmos Corporation is granted the copyright authorization for the reproduction of the Web site information from the 
above listed organizations with the individual condition. Further use, modification, redistribution of the information on 
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